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23日のＮY市場で､日米当局による為替介入の警戒から円が1ドル=155円台まで急伸しました｡円安と国内金利
上昇の連鎖が米債券市場に悪影響を与える事態を未然に防ぐため､米当局が日本に協調した可能性があります

グリーンランド領有を巡る米･欧の対立と国
内金利上昇の波及で、週前半は世界的にリスク
オフの動きとなりました｡その後､トランプ大統
領が欧州主要国に対する追加関税案を撤回した
ことから週後半は株･債券ともに持ち直しまし
た｡週間では､NYダウ▲0.5%､ナスダック総合
指数▲0.1%､独DAX指数▲1.6%､日経平均株価
▲0.2%｡10年国債利回りは､米国が前週末比横
ばいの4.23%､独は同+7bpの2.91%､日本は同
+7bpの2.26%に上昇しました｡円相場は23日
午後の植田総裁の会見終了直後に1ドル=159円
台を付ける場面がありましたが､為替介入への
警戒から157円台半ばまで急反転｡その後､NY時
間に日米当局による為替介入の観測が一段と強
まり円は1ドル=155円台半ばまで急伸しました｡
今週は､FOMCと日米主要企業の決算発表が注

目材料となります｡また､日米当局の介入観測で
急伸した円相場の動向が注目されます｡
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★独・1月IFO期待指数 （26日）

★米・11月コア資本財受注 （26日）

◆米・FOMC （27･28日）

◆日・1月東京都区部コアCPI （30日）

◆米・12月コアPPI （30日）

～日・米主要企業10-12月決算発表～
ファナック（26日）、アドバンテスト、マイクロソフト、メタ、
テスラ（28日）、アップル（29日）、コマツ、りそなHD（30日）
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次回は 2026年2月2日発行予定です

（テーパリング示唆による金利急騰）
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日銀が25年度~27年度のコアコアCPI（生鮮食品・エネルギー除く）見通しを上方修正したことから､早期利上げ期
待が高まり､短期金融市場が織り込む4月会合での「利上げ確率」は76%､6月会合は102%に上昇しました

今週のFOMCでは政策金利据え置きが確実視されており､市場の関心は追加利下げに関し何らかの示唆が
提供されるかに集まっています｡新FRB議長の人選が今週発表されるとみられ､市場の反応が注目されます


